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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の特徴を有する画素群に外接する矩形領域を画像データに対して設定する矩形領域
設定手段と、
　前記矩形領域の外側において階調値の度数分布を計るとともに前記画像データが有意に
分布している階調値の範囲である余白範囲において最も明るい階調値Ｂと前記余白範囲に
おける最頻値Ｍとを計り、前記最頻値Ｍを中点とし前記階調値Ｂを一端とする範囲である
下地範囲を設定する下地設定手段と、
　前記矩形領域の内側において黒エッジの階調値の度数分布を計るとともに前記黒エッジ
が有意に分布している階調値の範囲である黒エッジ範囲における最も明るい輝度値ｂを計
る黒エッジ統計手段と、
　前記画像データに含まれる画素群のうち、前記余白範囲において前記輝度値ｂよりも明
るい範囲である対象範囲内の階調値を有する画素群を対象成分と判定する判定手段と、
　前記対象成分の階調値を対象成分よりも明るい階調値に置換する補正をする補正手段と
、
　してコンピューターを機能させる画像処理プログラム。
【請求項２】
　前記対象範囲は、前記下地範囲よりも暗い範囲である、
　請求項１に記載の画像処理プログラム。
【請求項３】
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　前記判定手段は、前記下地範囲と前記黒エッジ範囲とがオーバーラップするか否かを判
定し、前記下地範囲と前記黒エッジ範囲とがオーバーラップする場合には前記対象成分が
無いものとする、
　請求項１または２に記載の画像処理プログラム。
【請求項４】
　前記補正手段は、前記最頻値Ｍに前記対象成分の階調値を置換する、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の画像処理プログラム。
【請求項５】
　前記補正手段は、前記下地範囲内の階調値を有する画素群の階調値の平均値に前記対象
成分の階調値を置換する、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の画像処理プログラム。
【請求項６】
　所定の特徴を有する画素群に外接する矩形領域を画像データに対して設定する矩形領域
設定手段と、
　前記矩形領域の外側において階調値の度数分布を計るとともに前記画像データが有意に
分布している階調値の範囲である余白範囲において最も明るい階調値Ｂと前記余白範囲に
おける最頻値Ｍとを計り、前記最頻値Ｍを中点とし前記階調値Ｂを一端とする範囲である
下地範囲を設定する下地設定手段と、
　前記矩形領域の内側において黒エッジの階調値の度数分布を計るとともに前記黒エッジ
が有意に分布している階調値の範囲である黒エッジ範囲における最も明るい輝度値ｂを計
る黒エッジ統計手段と、
　前記画像データに含まれる画素群のうち、前記余白範囲において前記輝度値ｂよりも明
るい範囲である対象範囲内の階調値を有する画素群を対象成分と判定する判定手段と、
　前記対象成分の階調値を対象成分よりも明るい階調値に置換する補正をする補正手段と
、
　を備える画像処理装置。
【請求項７】
　所定の特徴を有する画素群に外接する矩形領域を画像データに対して設定し、
　前記矩形領域の外側において階調値の度数分布を計るとともに前記画像データが有意に
分布している階調値の範囲である余白範囲において最も明るい階調値Ｂと前記余白範囲に
おける最頻値Ｍとを計り、前記最頻値Ｍを中点とし前記階調値Ｂを一端とする範囲である
下地範囲を設定し、
　前記矩形領域の内側において黒エッジの階調値の度数分布を計るとともに前記黒エッジ
が有意に分布している階調値の範囲である黒エッジ範囲における最も明るい輝度値ｂを計
り、
　前記画像データに含まれる画素群のうち、前記余白範囲において前記輝度値ｂよりも明
るい範囲である対象範囲内の階調値を有する画素群を対象成分と判定し、
　前記対象成分の階調値を対象成分よりも明るい階調値に置換する補正をする、
　ことを含む画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像処理プログラム、画像処理装置および画像処理方法に関し、特に複写によ
って生ずる所謂裏写りを抑制する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、原稿の表面を光学的に読み取って複写するとき、原稿の裏面に形成された画像の
透過光像が淡く印刷される所謂裏写りという現象が生ずることが知られている。
【０００３】
　特許文献１には、原稿の表面から読み取った画像データと、原稿の裏面から読み取った
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画像データを反転させた画像データとを重み付け加算することによって裏写り成分を抑制
する技術が開示されている。
【０００４】
　特許文献２には、原稿用紙の表面から読み取った画像データの階調値の度数分布を計り
、中間調のピークに対応する階調値に基づいて予め決められた閾値の１つを選択し、選択
した閾値を用いた二値化によって裏写り成分と下地（用紙色）成分とを抑制する技術が開
示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－３０４２０４号公報
【特許文献２】特開２００５－２７７８８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１に開示された技術によると、原稿用紙の表裏両面から画像データを
読み取る必要があるため、複雑な構成を有するＡＤＦ（Auto Document Feeder）が必要に
なったり、処理速度が遅くなるという問題がある。
【０００７】
　また、特許文献２に開示された技術によると、写真画像のように多数の中間調の画素が
幅広い階調に存在している場合には、写真画像と裏写り成分とを選別できる適切な閾値を
選択できないことが頻発し、また、裏写り成分が少ない場合には中間調のピークが明瞭に
表れないため、適切な閾値を選択できないという問題がある。
【０００８】
　本発明はこれらの問題を解決するために創作されたものであって、複写によって生ずる
裏写りを抑制することを目的の１つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（１）上記目的を達成するための画像処理プログラムは、所定の特徴を有する画素群に
外接する矩形領域を画像データに対して設定する矩形領域設定手段と、前記矩形領域の外
側において階調値の度数分布を計るとともに前記画像データが有意に分布している階調値
の範囲である余白範囲において最も明るい階調値Ｂと前記余白範囲における最頻値Ｍとを
計り、前記最頻値Ｍを中点とし前記階調値Ｂを一端とする範囲である下地範囲を設定する
下地設定手段と、前記矩形領域の内側において黒エッジの階調値の度数分布を計るととも
に前記黒エッジが有意に分布している階調値の範囲である黒エッジ範囲における最も明る
い輝度値ｂを計る黒エッジ統計手段と、前記画像データに含まれる画素群のうち、前記余
白範囲において前記輝度値ｂよりも明るい範囲である対象範囲内の階調値を有する画素群
を対象成分と判定する判定手段と、前記対象成分を補正する補正手段と、してコンピュー
ターを機能させる。
【００１０】
　原稿用紙の表面に形成された文字列や写真画像や図形に対応する画素群（成分）には、
原稿用紙の地色よりも裏写り成分よりも濃い画素群やシャープなエッジを構成する画素群
が高い確率で含まれている。そして多くの場合、写真画像や図形は矩形領域にレイアウト
され、一文字一文字は矩形領域にレイアウトされる。したがって、所定の特徴を有する画
素群に外接する矩形領域を画像データに対して設定すると、矩形領域の外側には原稿用紙
の表面に形成された文字列や写真画像や図形が存在していない確率が高くなる。そして矩
形領域の外側において画像データが有意に分布している余白範囲には、下地成分の他に、
裏写り成分と原稿用紙の表面にかなり淡く形成された文字列や写真画像や図形の階調値が
含まれ得る。一般的な下地成分の階調値はほぼ正規分布するため、余白範囲における最頻
値Ｍを中点とし余白範囲の最も明るい階調値Ｂを一端とする範囲を下地範囲とすれば、下
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地範囲内に階調値が含まれる成分は下地に対応する画素群と下地と同じ色の画素群となる
。一方、矩形領域の内側の黒エッジが有意に分布している黒エッジ範囲の最も明るい輝度
値ｂは原稿用紙の表面に通常の濃さで形成された文字列や写真画像や図形の最も明るい領
域の黒エッジに対応するため、最も暗い輝度値から黒エッジ範囲の最も明るい輝度値まで
を原稿用紙の表面に形成された文字列や写真画像や図形に対応する画素群として処理する
ことが望ましい。そこで本発明では、余白範囲において黒エッジ範囲よりも明るい対象範
囲内の階調値を有する画素群を対象成分として補正する。そして本発明によると、裏写り
成分の階調値の範囲については、裏写り成分の特徴を用いて直接判定することがないため
、裏写り成分の階調値の分布が幅広く、その分布に明瞭なピークが無くても、適正な閾値
を設定することができる。したがって本発明によると、裏写りを抑制することができる。
【００１１】
　（２）上記目的を達成するための画像処理プログラムにおいて、前記対象範囲は、前記
下地範囲よりも暗い範囲であってもよい。
　本発明によると、下地に対応する画素群を補正せずに、裏写り成分を補正することがで
きる。
【００１２】
　（３）上記目的を達成するための画像処理プログラムにおいて、前記判定手段は、前記
下地範囲と前記黒エッジ範囲とがオーバーラップするか否かを判定し、前記下地範囲と前
記黒エッジ範囲とがオーバーラップする場合には前記対象成分が無いものとしてもよい。
　本発明によると、原稿用紙の表面に形成された文字列や写真画像に対応する画素群が対
象成分として補正されることがない。
【００１３】
　（４）上記目的を達成するための画像処理プログラムにおいて、前記補正手段は、前記
最頻値Ｍに前記対象成分の階調値を置換してもよい。
　本発明によると、対象成分が下地と見分けのつかない色に補正される。
【００１４】
　（５）上記目的を達成するための画像処理プログラムにおいて、前記補正手段は、前記
下地範囲内の階調値を有する画素群の階調値の平均値に前記対象成分の階調値を置換して
もよい。
　本発明によると、対象成分が下地と見分けのつかない色に補正される。
【００１５】
　本発明は画像処理装置としても画像処理方法としても画像処理プログラムの記録媒体と
しても成立する。むろん、画像処理プログラムの記録媒体は、磁気記録媒体であってもよ
いし光磁気記録媒体であってもよいし、今後開発されるいかなる記録媒体であってもよい
。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態にかかる模式図。
【図２】本発明の実施形態にかかるブロック図。
【図３】本発明の実施形態にかかるフローチャート。
【図４】本発明の実施形態にかかる模式図。
【図５】本発明の実施形態にかかるヒストグラム。
【図６】本発明の実施形態にかかるヒストグラム。
【図７】本発明の実施形態にかかるヒストグラム。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面を参照しながら説明する。尚、各図において対応
する構成要素には同一の符号が付され、重複する説明は省略される。
　１．概要
　以下に述べる実施の形態（本実施形態という。）では、スキャナーによって原稿の表面
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から画像データを光学的に読み取り、画像処理装置において裏写り成分を補正した後に、
補正した画像データをプリンターによって印刷する処理を例にして本発明を具体的に説明
する。
【００１８】
　図１は、原稿の表面からスキャナーによって光学的に読み取られた画像データの一例を
示している。画像データには、原稿用紙の地色に対応する画素群１００、原稿用紙の表面
に形成されたタイトルに対応する画素群１０１、原稿用紙の表面に形成された写真画像に
対応する画素群１０２、１０９、原稿用紙の表面に形成された文字列に対応する画素群１
０４、１０７、１０８、１１０、１１１、１１２、および、原稿用紙の裏面に形成された
図形の裏写り成分としての画素群１０５、１０６が含まれている。本実施形態では、裏写
り成分としての画素群１０５、１０６が原稿用紙の地色に対応する画素群１００と識別不
能になるように画像データを補正することによって、裏写りを抑制する。
【００１９】
　２．画像処理装置の構成
　図１に示す画像処理装置１は、ＣＰＵ１１、ＲＡＭ２０、ＲＯＭ１２、ハードディスク
装置（ＨＤＤ）１３、図示しない入出力インターフェースなどを備えているパーソナルコ
ンピューター（ＰＣ）によって構成される。画像処理装置１には、画像処理装置１のＧＵ
Ｉを表示するためのディスプレイ１５、ＧＵＩを介して画像処理装置１を操作するための
キーボード１６およびマウス１８と、原稿から画像データを読み取るためのスキャナー１
７と、画像データを印刷するためのプリンター１９とが接続されている。画像処理装置１
は、プリンター１９およびスキャナー１７から独立しているＰＣが画像処理プログラム２
０を実行することによって構成されてもよいし、ＰＣから独立して作動する複写機に備わ
るマイクロコンピューターが画像処理プログラムを実行することによって構成されても良
い。本実施形態において、画像処理プログラム２０、ならびに、画像処理プログラム２０
と協働するスキャナードライバー２１およびプリンタードライバー２７は、ＨＤＤ１３に
インストールされ、ＲＡＭ２０にロードされ、ＣＰＵ１１によって実行される。
【００２０】
　スキャナードライバー２１は、ユーザーの操作と他のプログラムからの要求に応じてス
キャナー１７を制御することによって、スキャナー１７において原稿から画像データを読
み取らせ、スキャナー１７が読み取った画像データを画像処理装置１に取り込むためのプ
ログラムである。
【００２１】
　プリンタードライバー２７は、ユーザーの操作と他のプログラムからの要求に応じて、
印刷対象の画像データに対してラスタライズ、色変換（分版）、二値化、インターレース
等の処理を施して印刷制御データを生成し、印刷制御データをプリンター１９に出力する
ことによって、プリンター１９において印刷対象の画像データを印刷させるプログラムで
ある。
【００２２】
　画像処理プログラム２０は、次に述べる矩形領域設定部２２、下地設定部２３、黒エッ
ジ統計部２４、判定部２５、補正部２６等のプログラムモジュールから構成されている。
【００２３】
　矩形領域設定部２２は、ＰＣを矩形領域設定手段として機能させるプログラムモジュー
ルであって、原稿用紙の表側に形成されていることが確実な画素群に外接する矩形領域を
画像データに対して設定する機能を実現する。原稿用紙の表面（スキャナー１７が画像デ
ータを読み取る面を表面とする。）に形成されている文字や写真画像や図形に対応するエ
ッジは、一般に、原稿用紙の裏面に形成されている文字や写真画像や図形に対応するエッ
ジよりも強い（シャープである）。また、原稿用紙の表面に形成されている文字や写真画
像や図形に対応する画素群の明るさは、一般に、原稿用紙の裏面に形成されている同じ文
字や写真画像や図形の裏写り成分よりも暗い。すなわち、原稿用紙の表面に形成されてい
る文字や写真画像や図形に対応する画素群と、裏写り成分とでは、エッジの強さや明るさ
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が異なる。このように原稿用紙の表面に形成されている文字や写真画像や図形に対応する
画素群と、裏写り成分との特徴の相違点に着目することによって、原稿用紙の表面に形成
されていることが確実な画素群に外接する矩形領域を画像データに対して設定することが
できる。具体的には例えば、画像データの微分画像を導出し、導出した微分画像を閾値を
用いて二値化することによってエッジ画像を形成し、輪郭追跡処理によって閉曲線を検出
し、この閉曲線に外接する矩形領域を設定することができる。微分画像の二値化に用いる
閾値は、固定値でも良いが、画像データ毎に微分画像の階調値の度数分布を計って設定す
る。また例えば、階調値に対して閾値を設定して画像データを二値化し、暗い側の画素群
に外接する矩形を設定してもよい。そして二値化に用いる閾値は、固定値でも良いが、画
像データ毎に階調値の度数分布を計って度数分布に応じて設定したり、原稿種別に応じて
設定することが好ましい。
【００２４】
　下地設定部２３は、ＰＣを下地設定手段として機能させるプログラムモジュールであっ
て、矩形領域設定部２２によって設定された矩形領域の外側において階調値の度数分布を
計るとともに画像データが有意に分布している階調値の範囲である余白範囲において最も
明るい階調値Ｂと余白範囲における最頻値Ｍとを計り、最頻値Ｍを中点とし階調値Ｂを一
端とする範囲である下地範囲を設定する機能を実現する。度数分布は、画像データのＲ（
赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各チャネルの階調値から画素毎に明度を求め、明度の階調値
について計っても良いし、Ｇチャネルの階調値のみについて計っても良い。なお、「有意
に分布」とは、電気的なノイズや塵埃によるノイズといった偶然による分布ではない必然
的な分布を意味する。具体的には例えば、矩形領域の外側の総画素数に対して０．５％以
上の度数になる範囲を画像データが有意に分布している範囲とみなせばよい。下地範囲の
最も暗い階調値Ｓは、次式（１）によって設定することができる。
　Ｓ＝Ｍ－｜Ｂ－Ｍ｜・・・（１）
【００２５】
　黒エッジ統計部２４は、ＰＣを黒エッジ統計手段として機能させるプログラムモジュー
ルであって、矩形領域設定部２２によって設定された矩形領域の内側において黒エッジの
階調値の度数分布を計るとともに黒エッジが有意に分布している階調値の範囲である黒エ
ッジ範囲における最も明るい輝度値ｂを計る機能を実現する。なお、黒エッジとは、エッ
ジ画素のうち、輪郭線を間に挟んで隣接する他のエッジ画素よりも暗い画素である。画像
データから黒エッジを検出する際に用いる閾値を調整することによって、黒エッジ範囲は
変動する。黒エッジを検出する際に用いる閾値は、予め固定値を設定しておいてもよいし
、微分画像の階調値の度数分布を計って設定したり、原稿種別毎に固定値を設定しても良
い。
【００２６】
　判定部２５は、ＰＣを判定手段として機能させるプログラムモジュールであって、画像
データに含まれる画素群のうち、余白範囲内に含まれ、かつ、下地設定部２３によって設
定された下地範囲よりも暗く、かつ、黒エッジ統計部２４によって計られた輝度値ｂより
も明るい範囲である対象範囲内の階調値を有する画素群を対象成分と判定する機能を実現
する。対象範囲は、次式（２）または（３）を満たす階調値の範囲である。なお、ｓは余
白範囲の最も暗い階調値とする。
（ｂ＜ｓの場合）ｓ＜対象範囲＜Ｓ・・・（２）
（ｓ≦ｂの場合）ｂ＜対象範囲＜Ｓ・・・（３）
【００２７】
　判定部２５は、下地範囲と黒エッジ範囲とがオーバーラップするか否かを判定し、下地
範囲と黒エッジ範囲とがオーバーラップする場合には対象成分が無いものとしてもよい。
また、所定のマージンをｄとして予め定めておき、次式（４）、（５）のようにマージン
の分だけ対象範囲を狭めても良い。
（ｂ＜ｓの場合）ｓ＋ｄ＜対象範囲＜Ｓ・・・（４）
（ｓ≦ｂの場合）ｂ＋ｄ＜対象範囲＜Ｓ・・・（５）
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【００２８】
　補正部２６は、ＰＣを補正手段として機能させるプログラムモジュールであって、判定
部２５によって判定された対象成分を補正する機能を実現する。具体的には補正部２６は
、下地設定部２３によって計られた最頻値Ｍに対象成分の階調値を置換することによって
対象成分を下地成分と識別不能に補正する機能を実現する。また、補正部２６は、下地設
定部２３によって設定された下地範囲内の階調値を有する画素群の階調値の平均値に対象
成分の階調値を置換することによって対象成分を下地成分と識別不能に補正しても良い。
【００２９】
　３．画像処理装置の作動
　次に、上述した画像処理装置１を用いて裏写りを抑制する方法について図３のフローチ
ャートを参照しながら具体的に説明する。
【００３０】
　はじめにスキャナー１７が原稿から画像データを読み取り、スキャナー１７が読み取っ
た画像データを画像処理装置１が取得する（Ｓ１０）。
【００３１】
　次に画像処理装置１は、スキャナー１７から取得した画像データの黒エッジを検出する
とともにエッジ画像を形成する（Ｓ１１）。近傍画素より暗く近傍画素との階調差が相対
的に大きなエッジを黒エッジとして検出するとき、原稿用紙の表面に形成されている文字
や写真画像や図形に対応する画素群のみが黒エッジとして検出されるような閾値が画像デ
ータの微分画像について設定される。
【００３２】
　次に画像処理装置１は黒エッジによって構成される閉曲線に外接する矩形領域を設定す
る（Ｓ１２）。図４は、図１に示した画像データに対して矩形領域を設定した状態を模式
的に示している。設定された矩形領域は黒く塗りつぶした領域によって示され、矩形領域
と画像データを構成している画素群との対応関係は、符号の数字部分の一致によって示さ
れている。原稿用紙の表面に形成されている文字や写真画像や図形に対応する画素群１０
１、１０２、１０３、１０４、１０７、１０８のそれぞれに対して矩形領域が設定される
。一方、裏写り成分としての画素群１０５、１０６と、原稿用紙の地色に対応する画素群
１００とには、それらのエッジが他の画素群に比べて相対的に弱い（近傍画素との階調差
が小さい）ため、矩形領域が設定されない。したがって、矩形領域の外側には、原稿用紙
の地色に対応する画素群１００と裏写り成分としての画素群１０５、１０６とだけが含ま
れることになる。
【００３３】
　次に画像処理装置１は、矩形領域の外側において階調値の度数分布を計る（Ｓ１３）。
図１に示す画像データについては、原稿用紙の地色に対応する画素群１００と裏写り成分
としての画素群１０５、１０６とについて階調値の度数分布が計られることになる。
【００３４】
　次に画像処理装置１は、矩形領域の外側に存在する画素群が有意に分布している階調値
の範囲である余白範囲において最も明るい階調値Ｂと余白範囲における最頻値Ｍとを計り
、最頻値Ｍを中点とし階調値Ｂを一端とする範囲である下地範囲の最も暗い階調値Ｓを設
定する（Ｓ１４）。
【００３５】
　次に画像処理装置１は、矩形領域の外側において黒エッジの度数分布を計る（Ｓ１５）
。
【００３６】
　次に画像処理装置１は、黒エッジが有意に分布している階調値の範囲である黒エッジ範
囲において最も明るい輝度値ｂを計る（Ｓ１６）。
【００３７】
　次に画像処理装置１は、余白範囲に含まれ、かつ、下地範囲の最も暗い階調値Ｓよりも
暗く、かつ、黒エッジ範囲において最も明るい輝度値ｂよりも明るい範囲を対象範囲とし
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て設定する（Ｓ１７）。図５、図６、図７は３つの画像データの階調値のヒストグラムを
示している。図５、図６、図７に示すように、余白範囲、下地範囲および黒エッジ範囲の
関係には３種類ある。すなわち、図５に示すように黒エッジ範囲と余白範囲がオーバーラ
ップしていない場合、図６に示すように黒エッジ範囲が余白範囲とはオーバーラップして
いるが下地範囲とはオーバーラップしていない場合、図７に示すように黒エッジ範囲が余
白範囲とも下地範囲ともオーバーラップしている場合である。
　黒エッジ範囲と余白範囲がオーバーラップしていない場合、対象範囲Ｒは、ｓ＜Ｒ＜Ｓ
となる。
　黒エッジ範囲が余白範囲とはオーバーラップしているが下地範囲とはオーバーラップし
ていない場合、対象範囲Ｒはｂ＜Ｒ＜Ｓとなる。
　黒エッジ範囲が余白範囲とも下地範囲ともオーバーラップしている場合には、対象範囲
は設定されない。背景よりも明るい色で文字などが形成されている場合、例えば原稿の大
部分を占める黒い領域を背景として白抜き文字が形成されている場合などには、対象範囲
が設定されないが、このような場合に裏写り成分が除去されないとしても、裏写り成分が
全体の画質に与える影響は軽微である。
　また、下地成分の階調値はほぼ正規分布するため、下地範囲の階調値を下地成分とみな
すと、真の下地成分ではない成分（図５、図６、図７の一点鎖線と点線の間の成分）まで
も下地成分とみなすことになる。しかし、階調値が真の下地成分と同じである以上、下地
範囲の階調値を有する画素に対応する部分を真の下地であるか否かを識別することはもと
より人間にとって不可能であるため、下地範囲の階調値を下地成分とみなすことには何ら
問題がない。
【００３８】
　次に画像処理装置１は、対象範囲内の階調値を有する画素群を対象成分と判定しながら
、対象成分を補正する（Ｓ１８）。具体的には、画像データの全画素のそれぞれについて
、画像処理装置１は、階調値が対象範囲内であるか否かを判定し、階調値が対象範囲内に
ある画素群の階調値を下地範囲の最頻値Ｍに置換する。その結果、裏写り成分が抑制され
る。
　このような補正によって裏写り成分が抑制された画像データを印刷対象としてプリンタ
ー１９において印刷させると、裏写りのない原稿の複写物を得ることができる。
【００３９】
　４．他の実施形態
　尚、本発明の技術的範囲は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の
要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。例えば、上記実
施形態で示した処理の順序は例示であって、特許請求の範囲に記載された各機能が充足さ
れる限り、どのような順序で各処理を実行しても良い。また、条規実施形態では、下地成
分を補正せずに裏写り成分を抑制する実施形態について説明したが、余白範囲内において
黒エッジ範囲の最も明るい輝度値ｂよりも明るい範囲を対象範囲とし、対象範囲の階調値
を有する画素群の階調値を最も明るい階調値（白）などに置換してもよい。また、矩形領
域は画像データの水平方向と平行な二辺と画像データの垂直方向に平行な二辺とを有する
長方形領域とすることが処理速度を考慮すれば有利であるが、処理速度を犠牲にするなら
ば画像データの水平方向と平行でない二辺を有する長方形領域であってもよいし、平行四
辺形領域とすることもできるし、四角形以外の多角形領域とすることもできる。
【符号の説明】
【００４０】
１：画像処理装置、１０：特開平、１１：ＣＰＵ、１２：ＲＯＭ、１３：ハードディスク
装置、１４：ＲＡＭ、１５：ディスプレイ、１６：キーボード、１７：スキャナー、１８
：マウス、１９：プリンター、２０：画像処理プログラム、２１：スキャナードライバー
、２２：矩形領域設定部、２３：下地設定部、２４：黒エッジ統計部、２５：判定部、２
６：補正部、２７：プリンタードライバー、１０１、１０２、１０３、１０４、１０７、
１０８：画素群
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